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東京開業ワンストップセンター（TOSBEC）は、会社設立に必要な各種手続にワンストップで対応する相談窓口です
。
国と東京都が共同で運営し、赤坂のほか渋谷・丸の内にもサテライトセンターを設けています。

今回は、友人がオーナーである米国企業の日本市場への窓口となる会社を設立した、Jim Giguereさんにお話を
伺いました。
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日本の高齢者の疼痛改善に役立つ

医薬品素材の販売会社設立を決意

相談体験会を随時開催しています。 参加者募集中！ 誰でも無料でご利用いただけます！

【東京開業ワンストップセンター】
住所：東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル 日本貿易振興機構（ジェトロ）本部7階

電話：03-3582-8352 FAX：03-5561-4123
URL: https://www.startup-support.metro.tokyo.lg.jp/onestop/jp/

グラニットオーガニクス株式会社代表 Jim Giguere さん
プロフィール／米国出身。2008年、大学卒業後、英語教師として
初来日。2年間勤務した後、修士号取得のため帰国。2014年、博
士号取得のため日本の大学に入学。その後、東京でコンサルタン
ト業に就き、2020年12月、グラニットオーガニクス社を設立。

麻に含まれる成分の一つにカンナビジオール(CBD)があります。

このCBDは医薬品や健康食品などに用いられていて、日本で

はオイルやローション、化粧品、健康食品として、主に原宿や渋

谷のような流行品が集まるショッピング街で販売されています。

じつは、私の高校時代からの親友が、このCBDを製造している

全米において主要な一企業のオーナーで、以前からその製品

を日本で販売するための会社を立ち上げる手助けをしてくれな

いか、という相談を受けていました。

一昨年、フロリダにいる両親を訪れたとき、関節炎やそのほかの

病気に伴う慢性的な痛みに苦しんでいる多くの高齢者が、CBD

を主成分にした医薬品を服用していることに改めて気づかされ

ました。日本ではまだ医薬品としての認可を受けていませんが

、アメリカやカナダ、欧州では疼痛を癒すポピュラーな医薬品と

して、市場も拡大しています。

世界でも類を見ない超高齢社会を迎えている日本にも、同じよ

うな症状で苦しむ方が大勢います。CBDの日本での認知度を

高め、それを必要としている方々にお届けできるようになれば、

症状改善のお役に立てるに違いない。そう考えて、日本市場へ

の窓口となる会社の設立を決意しました。

り、しかも英語で対応していただけるということだったので早速、

相談に訪れました。それが2020年9月のことです。

最初に、コンサルタントの方に会社設立までの手続きの流れを

説明していただいたのですが、とてもわかりやすく、経験のない

私にもイメージしやすかったですね。

TOSBECを訪れたことで、がぜん会社設立が現実味を帯び、さ

らに強い意欲もわいてきました。

TOSBECを訪れたことで

会社設立が現実味を帯びました

いざ東京で会社を設立しようとしたとき、いったい何からはじめ

たらいいものか、まったく見当もつきませんでした。そのときに思

い出したのが、仕事柄よく足を運んでいた渋谷で手にした

TOSBECの渋谷サテライトセンターのチラシでした。

ネットで検索してみたところ、赤坂に本センターがあることがわか

実際にTOSBECを訪れたのは法人登記をする前に2回だけ。あ

とは電話やメールでのやり取りで手続きを進めることができまし

た。いろいろとあった提出書類も、書類ごとに修正したほうがよ

い個所を逐一チェックしていただき、どのように直したらいいかも

具体的にアドバイスしてくださいました。これは本当に助かりまし

た。

私は日本語には長けていたものの、定款作成に用いる特殊な

日本語や言葉遣いに馴染みがありませんでした。そうした立場

の起業家にとって、TOSBECは東京で会社を立ち上げるための

強い味方。TOSBECがなければ、まだ会社を設立できていなか

ったかもしれませんね(笑)。

提出書類をどのように修正すべきか、

具体的なアドバイスに助けられました

相談員をはじめとしたTOSBECの方は皆さん、外国人起業家へ

のサポートにとても積極的な印象を受けました。ですから相談す

る側も自分の問題を整理し、きちんと伝えられるようにしておくこ

とが短時間で有用なアドバイスを聞き出すポイントだと思います

。


